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　2020 年度から小学校でも外国語が教科化されるこ

とになりました。それに伴い、様々な先生から「教科化

されたらどのように教えればよいのか」「評価はどのよ

うにしたらよいのか」というような声を聞くことが多

くなりました。文部科学省から学習指導要領が出てき

たら具体的なイメージができるでしょうが、ここで大

切にしたいことは、児童がどのように言語を習得して

いくかは、教科になったとしても変わらないというこ

とです。

　教科になれば、「児童に○○ができるようにさせな

きゃ」「評価をするためには、これができないとダメだ」

というようなことが懸念事項になるでしょう。ここで

ありがちなのが、「この単語を覚えておくように」「これ

を英語でいうと、○○と言います」のような教え方で

す。こうなってくると児童は英語を暗記しなくてはい

けません。中学・高等学校で英語が嫌いと言っていた

我々世代の多くは、このような英語学習が嫌いだった

のではないでしょうか。そうした時に、本当に小学校か

らその教え方をするべきなのかということを考えなく

てはいけません。ただ覚えさせるのではなく、児童が自

然と聞いて理解したり、自然と使ったりする活動を教

師が仕組むことで、児童は「覚えよう」と思わなくても

自然と身に付けていくことができます。大人は子ども

ができないと勝手に決めつけてしまいがちですが、子

どもの可能性は大人が考えている以上に大きいので

す。

　児童はこちらが英語で話していても「なんとなく」理

解しています。それを「今言った○○って単語は日本語

で言うとどういう意味？」などと聞いてしまうと、「全

部を理解していなくてはいけないのだ！」と思ってし

まいます。「何となく」の理解でよいということを奨励

していきたいのです。「『何となく』が少しずつ増えてい

き、より細かいところを理解していくのが児童の成長

だ」と考えると、教える側も気が楽になるでしょう。ど

ちらにしろ、文部科学省が出すであろう学習指導要領

に、そこを考えた上で目標などを出してきてもらえる

と、現場も「英語嫌い」を増やさないような学習を進め

ていくことができるでしょう。
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